
勿来第一中学校 進路だより 第 1 号 

「１５の春」 

 

＜保護者の皆様へ＞ 

保護者の皆様、お子さんの進級おめでとうございます。今年度も進路指導主事を担当します、３学年副担任の

宮内雅弘と申します。よろしくお願いします。 

 ここまで新学期が始まり１週間がたちましたが、その間、対面式や新入部員勧誘・委員会活動など行われ、学

校生活が本格的に動き始めました。まず３年生に対して４月９日の学年集会の折、「これからの進路達成に向け

て君たちに求めること」として下記の内容をお話ししました。 

＊「日々の提出物の完璧提出」→うっかり「まあいいや」はなし！ 

＊「日常生活（活動）は全て

．．

オンタイム行動」→まずは給食食べ始めを２５分までに！ 

＊「相手に伝わる挨拶返事」→相手に伝わらなければ「やってない」のと一緒！ 

＊「欠席日数（遅刻・早退も含め）を減らす」→数値的データは変えようがないもの！ 

＊「服装頭髪身なりは常に『入試に耐えうる』状況」→「服装は心の鏡」大切です！ 

という５つのことが当たり前に出来た状態で、これからの進路決定に向けてがんばっていってほしいと思います。 

 

さて、今年度の進路通信のタイトルも昨年同様「１５の春」としました。このタイトルはこれからの長い人生

最初のターニングポイントとなる節目と考えたことからつけました。皆様もご存じの通り、今年度から県立高校

の入試制度が変わります。お子さんやご家庭の皆様が今までとは異なる様々な情報を確実に把握した上で、１５

の節目を大切にし、そして「１５の春」を生徒全員が笑顔で迎えられるよう、教職員一同全力で取り組んでいき

ます。これから１年間、進路に関する様々な情報をこの紙面を通してお知らせしていきますので重ねてよろしく

お願いいたします。 

＜今後に向けて家庭へのお願い＞ 

今後の進路に関する手続き申し込みに関して、お子様やご家庭へお願いしたいことが５つあります。 

希望進路は１人では実現できません。ご家庭、学級、学年という集団生活

．．．．

単位での

．．．．

団体

．．

戦

．

です。 

 

＜進路コーナーについて＞ 

 昇降口ホールに「進路コーナー」を設置しております。進路に関する様々なポスター、パンフレット見本等

各種申し込み見本も展示してありますので、授業参観など学校へお越しの際にご覧ください。 

平成３１年  ４月１２日（金） 

発行者：進路指導主事 宮内雅弘 

 

１．提出期限を

．．．．．

厳守

．．

する。（時間も含めて、日頃から） 

２．進路に関する様々な判断は、家庭

．．

の中でしっかり相談

．．．．．．．．．

して決める。子ども任せにしない。し

かし、親の思いだけで決めさせない。 

３．進路に対する考えは人それぞれ。自分の決めた進路に自信を

．．．．．．．．．．．．

も

．

ち、他人の進路へ

．．．．．．．．

の考えを尊重する

．．．．．．．．

。そのためにも、日頃から進路に対する考えをしっかりともつことが大切。 

４．申込書関係の記載は「全て保護者が

．．．．．．

記載

．．

」する。保護者の欄のみ先に記載し、「後は自分で書き

なさい」というのはやめてください。過去にそれが元で三者相談で意見の食い違いなどがありました。 

５．そして、何よりも「

．

このおたよりを含めた

．．．．．．．．．．

学校からの

．．．．．

配付

．．

物を

．．

おうちの人が

．．．．．．

確実に見ている

．．．．．．．

」

．

ことです。 

お子さんは日々、何かしらの配付物を持ち帰っているはずです。それらをおうちの方々がきちんと把握で

きている状況でなければ、重要連絡事項も抜け落ちてしまします。 



勿来第一中学校 進路だより 第２号 

「１５の春」 

   

＜あしなが育英会高校奨学生募集（無利子貸与＋給付型）＞ 

応募資格：中学３年生で、高等学校（定時制・通信制を含む）、高等専門学校、大学受験資格を得られる３年生の

専修学校高等課程に進学を希望している生徒で、かつ次に当てはまる人。 

     保護者（父または母）が病気や災害（道路上の交通事故を除く）、自死（自殺）などで死亡、または保

護者が著しい障害を負っていて、経済的に苦しい家庭の子ども。 

応募方法：所定の願書に必要事項を記入の上、進路指導担当まで提出。（希望者は担任を通して申し出ること） 

募集期限：第１次；２０１９年７月３１日まで。第２次；２０１９年１２月１５日まで。 

第３次；２０２０年２月２９日まで。（いずれも消印有効） 

詳しくは、学校（進路指導主事、宮内）までお問い合わせください。 

＜福島工業高等専門学校説明会の案内＞ 

１．日時：令和元年 ５月１９日（日）１３：３０～１５：００ 

２．場所：福島工業高等専門学校「第１体育館」     ３．対象：中学生（学年問わず）とその保護者    

４．その他：４月２０日（土）８：３０～１６：４５には公開授業が開催されます。事前の申込は不要です

が、当日の受付は８：２０から行われます。参観希望者は上履き持参、公共の交通機関を利用する

ようご協力ください。なお希望者は当日の時間割を配付しますので、進路担当に申し出て下さい。 

：９月２８日（土）、２９日（日）にも体験入学が予定されています。 

（両日とも午前中はいわき地区中学校を対象予定） 

＊保護者のみの参加も可能です。 ＊申込方法：下記申込書を学級担任まで提出。〆切は下記申込書に記載。 

＜県立高校入試問題集申し込み＞ 

「２０１９年版福島県立高校入試問題集」（過去３年間分、７２０円）進路コーナーに見本が置いてあります 

→下記申込書を添えて担任の先生へ申し込んでください。（募集対象：全学年生徒）〆切は下記申込書に記載。 

→申込書や現金を入れる封筒はご家庭にある、使い古しの封筒で大丈夫です。 

 

キリトリ 

福島高専学校説明会参加申込書  本状提出日：令和元年   月    日 

→令和元年 ５月７日(火) ８：１５〆切厳守 

福島高専学校説明会への参加を希望します。 

 

＊どちらかに○で囲んでください：保護者の参加：（ 希望します ・ 希望しません ） 

 

３年  組   番 生徒

ふ り

氏名

が な

           （男・女）保護者名

ふ り が な

              ○印  

 

キリトリ 

「２０１９年度版福島県立高等学校入試問題集」購入申込書   本状提出日：令和元年   月    日 

→令和元年 ５月７日(火) ８：１５〆切厳守 

代金７２０円を添えて、申し込みます。 

 

   年   組   番 生徒

ふ り

氏名

が な

         （男・女）保護者氏名            ○印  

平成３１年  ４月１９日（金） 

発行者：進路指導主事 宮内雅弘 



勿来第一中学校 進路だより 第３号 

「１５の春」 

 

＜各種案内・お知らせ＞ 

 先週体育祭が無事終わりましたが、どの生徒も勝負にこだわる以上に、「最後の体育祭をみんなで本気で楽し

む」姿が見られたのは素晴らしかったです。さて次は中間テスト、気持ちの切り替えはできてますか？ 

令和元年 ５月２０日（月） 

発行者：進路指導主事 宮内雅弘 

＜公益財団法人加藤山崎教育基金 第１１回加藤山崎修学支援金＞ 採用予定人数：約１００名 

１．応募資格：次の（１）～（５）の全てに該当する者 

 （１）日本国内の学校に在学する中学生 

 （２）学習に意欲的または成績優秀で品行方正である者 

 （３）前年度の評定平均３．０以上の者 

 （４）教育関係費の支援を特に必要とする家庭において、将来が期待される者 

 （５）学校長が推薦する者（一校に付き３名まで推薦可能） 

 ＊ 他団体等の奨学金との併給は「可」ですが、団体によっては他の団体との併給を認めない場合があるので

注意。世帯年収（控除後）は２００万円未満を目安とする。 

２．応募について：令和元年６月２１日（金）１７：００まで。学校よりオンラインにて提出。 

 ＊保護者や生徒が直接応募することはできません。 

 

＜公益財団法人 交通遺児育英会＞ 

１．応募資格：保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害のため働けないため、養育費に

困っている家庭の子女。 

 （１）令和２年度に高等学校または高等専門学校に進学を希望している生徒 

 （２）学力の基準はなし 

 （３）保護者の収入基準（３人世帯の目安） 

   ・給与所得者   ７８０万円（源泉徴収票の支払金額）以下 

   ・給与所得者以外 ３６０万円（所得証明書の所得金額）以下 

   ・遺族年金や障害年金は考慮しない 

 （４）著しい後遺障害の程度 

   ・自動車損害賠償保障法施行令別第１及び第２の第１級から第７級 または、 

   ・身体障害者福祉法（身体障害者手帳）の第１級から第４級 

 （５）１人の奨学生への貸与期間・貸与総額の上限は９年間、８１２万円 

 （６）高校奨学生としての総貸与期間は全日制で３年間（高等専門学校は５年間） 

 （７）補償金等の受取額は選考基準に関係なし。 

 （８）他の奨学金との併用可 

２．出願書類受付期間  第１次募集：令和元年８月３１日まで  第２次募集：令和２年１月３１日まで 

学校に募集要項が届いています。不明な点などは、学校（進路指導主事、宮内）までお問い合わせください。 

 

＜平成３１年度 最近５年間 福島県公立高校入試問題＞ 

進路コーナーに見本冊子が置いてあります。購入希望者は本通信と一緒に配布される封筒に必要事項を記入

の上、お金を同封して学級担任に提出してください。申込期日は５月２７日（月）までとします。 

給付期間は在学学校卒業までの期間（返還不要） 

給付額は中学生：年額５～７万円 

高校生：年額５～10 万円 



勿来第一中学校 進路だより 第４号 

「１５の春」 

 

＜今後行われる体験入学について＞ 

５／１９（日）に今年度福島高専の学校説明会が実施され、本校生徒および保護者の希望者が参加しまし

た。これ以降、各種学校から体験入学の案内が届きます。その案内については随時、本通信「１５の春」を通

してお知らせし申し込みを受け付けますが、下記の点にご注意をお願いします。 

＜公益信託カトリック・マリア会・セント・ジョセフ奨学育英基金等助成対象者の募集について＞ 

資格：わが国の小中学校に在学する児童・生徒であること（学年は問わず）。 

   経済的理由により、就学困難な事情があること。（原則として、世帯収入３５０万円程度以下とする） 

   向学心に富み、就学を継続できる見込みがあること。 

人数：小学生・中学生は合わせて１８名程度。（推薦は各校３名を上限とする） 

給付：月額２万円。（返済不要）。他の奨学金との併給は可能だが、兄弟姉妹の同時申請はご遠慮ください。 

応募：学校を経由して申込み。応募期間は５／６（月）～７／５（金）～学校〆切は７／１（月）とします～ 

学校に募集要項が届いています。不明な点などは、学校（進路指導主事、宮内）までお問い合わせください。 

令和元年 ５月２１日（火） 

発行者：進路指導主事 宮内雅弘 

～これからの体験入学に関して～ 

１．体験入学のねらい 

(1) 中学生側：受験を考えている高校等に実際に訪問し、施設見学や体験を通して、その学校についての理解

を深め、志望校を明確にさせることです。 

(2) 高校側：自校の学校の説明や体験授業、部活動の紹介を通して、中学生やその保護者の方々に学校の特色

や良さを理解してもらった上で、より多くの中学生に興味関心をもってもらうことです。また、体験入学

参加者を「本校を受験すると考えているもの」ととらえ、参加者の様子をよく観察する機会

．．．．．．．．

でもあります。 

２．参加申し込み 

(1) 本通信で順次お知らせし、申し込みを受け付けます。期日は厳守でお願いします。 

(2) 生徒の皆さんは、なぜその学校の体験入学に参加したいのか明確な目的意識をもって参加しなければい

けません。保護者の方とよく話し合い、保護者の方の責任で記載してください。生徒自身が申込用紙を書

いて担任に提出し、あとで保護者は我が子がその高校の体験入学に参加することを知らなかった、という

事例が過去にありました。申込書の記載押印も保護者の方がお願いします。 

(3) 中体連の県大会またはコンクールの当日と日時が重複する可能性がある場合も、申し込みは可能です。

上位大会等の出場の際は体験入学への参加取り消しをしますので、その際は必ず学級担任に連絡をしてく

ださい。（生徒・保護者両方から連絡を） 

(4) トラブル防止のため、申込書は必ずペン書きで、訂正は二重線で消して、訂正印を押してください。 

(5) やむをえない事情がある場合を除き、申し込みをしたら必ず参加してください（保護者の方も）。 

申し込みをしていない学校には参加できませんので先々の日程等をよく確認をして申し込んでください。 

３．参加方法 

現地集合・現地解散です。基本的には中学校の教員が現地引率しますが、土日祝日開催や希望者が少数の場

合は保護者の方に引率をお願いすることもあります。ご協力をお願いいたします。 

４．お願い 

いわき市外などの学校は、体験入学のお知らせが中学校に届かないこともあります。希望がある場合には個

人で申し込みの手続きを行ってください。また、その旨の連絡を必ず学級担任にしてください。 



勿来第一中学校 進路だより 第５号 

「１５の春」 

   

＜ここまでの学校生活はどうですか？＞ 

まもなく６月を迎えますが、ここまでの学校生活の様子を振り返って、生徒の皆さんは下記のことを学級集

団として出来ているでしょうか？もちろんできている人たちもたくさんいて、いいところがいっぱいある「ナ

コイチ」の生徒達ですが、ご家庭ではいかがでしょうか？ご確認ください。 

そのほかトイレのスリッパを脱いだらそろえる等も含め、どれも「将来社会に出て求められる資質」ですね。 

＜茨城キリスト教学園高等学校から＞～学校見学会等の案内～ 

＊詳しくはパンフレットをご確認ください（３年生には今週はじめに全員配布済） 

＊見学会の対象は中学生全学年生徒とその保護者の方です。 

＊５教科プレテスト（こちらは中学３年生のみ対象）は８月以降に案内が来ます。 

＊申込方法：別紙申込用紙を学級担任まで提出。申込〆切：令和元年 ７月８日（月） １６：３０厳守 

＊昨年度まで五浦海岸「ホテル大観荘」で行われていた入試会場が今年度は茨キリ本校で行われるそうです。

希望者は事前に交通手段や校舎の場所などを確認しておいた方がいいと思います。（茨キリ校舎周辺道路はスク

ールゾーンとなっており、７：００～８：００の間は車で入れません） 

不明な点などは、学校（進路指導主事、宮内）までお問い合わせください。 

「高校説明会保護者参加申込書」の提出は５／３１（金）８：１５まで！ 

令和元年 ５月３０日（木） 

発行者：進路指導主事 宮内雅弘 

１．「自学・自分ログ」といった日々の提出物を「完璧に

．．．

」提出できていますか？ 

→本通信第１号でもお願いで書きましたが、日常生活の中における生活ルーティン形成にもつながることで

す。また、担任の先生方は、空き時間を使って君たちの自学（シュートク）や自分ログに目を通し、君たちの

頑張りを応援しています。「朝のうちに提出」は、チェックしてくれる人のことを考えれば当然きちんと守り

たいものです。相手のことを考えること＝思いやりだと思います。 

２．オンタイム行動

．．．．．．．

（その時間にはその行動が

．．．．．．．．．．．

始まっている

．．．．．．

）が「周りの人たちと

．．．．．．．

」一緒にできていますか？ 

→７：５５からの朝の読書、移動教室を含めた始業前の２分前着席、４校時終了後１０分後には食べ始めて

いる給食準備、清掃前後の移動整列、清掃終了５分後の帰りの放送開始時の着席、これらの活動時間に余裕

を持って取り組めていますか？自分の考え、都合、タイミング、気分で行動をしていては集団生活が成り立

ちません。当然体験入学会や入試は時間や場所、持ち物などが高校側から指定され、それを守れるかどうか

を見られます。集団生活の規則や時間を守ることが当たり前の生活ができない人はそういった特別な環境を

「縛り」と感じ、力を発揮できません。 

３．挨拶・返事はいつでもしっかりと「相手に伝わるように

．．．．．．．．．

」できていますか？ 

→「挨拶・返事をした」と言っても、相手に聞こえない、伝わらない挨拶・返事は意味がありません。また、

状況によっては声を出せない場面もあります。そういったときは会釈をするなどといった TPO に応じた行

動選択も必要です。もちろん、「挨拶や返事をしない人」は問題外です。～もちろん事情があってできない場

合（かぜなどで声そのものが出ないとか）は別です～ 

４．服装・頭髪を含め身だしなみは「相手から見て爽やかに

．．．．．．．．．．

」見られるものですか？ 

→「見た目で他の人より目立ちたい」と言う願望は誰しもあるものです。しかし、「他の人より目立つ身だし

なみ」は進路においては NG です。学校生活における服装頭髪のきまりは「入試に臨める」が大原則。日頃

から「入試に耐えうる」服装頭髪で生活していれば、その格好に合った「引き締まった顔つき」にもなって

いくものです。 


